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別定 GIII 中山 赤…GOOD妙味大な馬 - 青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 スズカコーズライン 北村宏 スズカコーズウェイ ストームキャット Fortunate Prospect ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C C B E E 12 消 12

2 ヒロシゲゴールド 亀田 サウスヴィグラス ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ブラックタキシード サンデーサイレンス B B B B E D 7 消 7

3 ノーフィアー 江田照 カネヒキリ サンデーサイレンス フォーティナイナー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ A C C E B C 14 △1 14

4 シュウジ 津村 キンシャサノキセキ キングマンボ Kingmambo キングマンボ B B C C B C 9 △3 9 適性

5 ロンドンテソーロ 大野 Exceed And Excel デインヒル Sir Percy ミルリーフ C C C B E E 8 消 8

6 ジョーカナチャン 石橋脩 ロードカナロア キングマンボ ネオユニヴァース サンデーサイレンス C D C C E E 10 消 10

7 ダイメイフジ 横山和 アグネスデジタル ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ダンスインザダーク サンデーサイレンス B D C C D D 11 消 11

8 サイタスリーレッド 石川 ダノンシャンティ サンデーサイレンス Salt Lake ヴァイスリージェント A C D C E E 16 消 16 データ

9 ダンシングプリンス 三浦 パドトロワ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ バブルガムフェロー サンデーサイレンス B B B B E D 1 消 1

10 サブノジュニア 矢野貴 サウスヴィグラス ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ カコイーシーズ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C B B A B 4 ▲ 4

11 テーオージーニアス 丸山 ゴールドアリュール サンデーサイレンス Afternoon Deelites ダマスカス B B B B A B 5 ◎ 5

12 レッドルゼル 川田 ロードカナロア キングマンボ フレンチデピュティ ヴァイスリージェント B B B C A B 3 ◯ 3

13 ジャスティン 坂井 オルフェーヴル サンデーサイレンス Gone West ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C B B B D C 2 △2 2

14 フォーテ 戸崎 ロードカナロア キングマンボ Noverre ブラッシンググルーム C C C B E E 6 消 6

15 デュープロセス 斎藤 Daiwa Major サンデーサイレンス New Approach サドラーズウェルズ C C C B A C 13 ☆ 13 ペース

16 イダペガサス 内田博 ゴールドアリュール サンデーサイレンス Forest Camp ヴァイスリージェント A D D B D D 15 消 15

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります

上3F 下3F

ラップタイム

穴馬
デュープロセス=プロキオンSのレースぶりなどをみても揉まれず

に追い込みに徹する競馬ならそこそこ強そうな感じ。今回も完全

にピンかパーだとは思うが、それがハマりそうな展開になりそう

で、なおかつそういう競馬がしやすそうな枠順が引けた。大穴な

らばこの馬じゃないだろうか。

タイム

REVIEW
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サンデーサイレンスの血が活きにくい舞台だが、フジキセキ系の

馬はその中でもよく走っている。ヴァイスリージェント系の好走

が目立っている。

前半が下り坂で先行争いが激しくなった上で直線に急坂が待ち受

けている舞台。前半が激流になった上で後半は上がりがかかり放

題というラップ構成になりやすい。圧倒的に差し馬有利。

×7歳以上で当日9番人気以下(0-0-0-28)

×関東馬で当日9番人気以下(0-0-0-18)

△前走室町S(0-0-1-21)

△前走1200mのOP特別で6着以下(0-0-1-25)

×前走芝(0-0-0-7)

×間隔半年以上(0-0-0-6)

もう逃げ馬がズラリと揃ったメンバー構成。まず超ハイ

ペースで前崩れの展開になるだろう。

危険な馬
PREVIEW ダンシングプリンス=ダートでは無敗という素晴らしい成績の持ち

主だが、今までスピードを活かす競馬しか経験しておらず、揉ま

れる競馬は今回が初めてになりそう。そこまでテンに速いタイプ

ではないので今回は自分の競馬ができなそうですし、そうなると

あっさり崩れてもおかしくないんじゃないだろうか。

　毎年のように先行激化で差し追い込みがズバッと決まっているレース傾向。今年の出走馬を見渡しても、もう半数以上が徹底先行タイプと言って良さそうなメンバーですし、どう考えても先行争いが激しく

なりそう。最後の直線でガラリと入れ替わるような展開になりそうで、もうそうなれば差し追い込みタイプに決め打ちで狙ってみたい。

　本命は昨年も狙った◎テーオージーニアスが面白そうだ。昨年もテレビ画面からは見えない位置から追い込んできて2着確保。近走は不甲斐ない成績となっているが、2走前は休み明けで陣営コメントも最

悪。前走は適性外の1400mの距離ならば度外視可能か。今回はベスト条件でどう考えても展開が向きそう。玄人人気は必至かと思うが、それでも最も狙える馬だと思います。

妙味大な馬
テーオージーニアス=昨年もテレビ画面からは見えない位置から追

い込んできて2着確保。近走は不甲斐ない成績となっているが、2

走前は休み明けで陣営コメントも最悪。前走は適性外の1400mの距

離ならば度外視可能か。今回はベスト条件でどう考えても展開が

向きそう。

2020/12/13

カペラステークス ダート1200m 良想定 消耗 中荒れ C or D

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 スズカコーズライン 北村宏 消 E 12 0

2 ヒロシゲゴールド 亀田 消 D 7 0

3 ノーフィアー 江田照 △1 C 14 0

4 シュウジ 津村 △3 C 9 0

5 ロンドンテソーロ 大野 消 E 8 0

6 ジョーカナチャン 石橋脩 消 E 10 0

7 ダイメイフジ 横山和 消 D 11 0

8 サイタスリーレッド 石川 消 E 16 0

9 ダンシングプリンス 三浦 消 D 1 0

10 サブノジュニア 矢野貴 ▲ B 4 0

11 テーオージーニアス 丸山 ◎ B 5 0

12 レッドルゼル 川田 ◯ B 3 0

13 ジャスティン 坂井 △2 C 2 0

14 フォーテ 戸崎 消 E 6 0

15 デュープロセス 斎藤 ☆ C 13 0

16 イダペガサス 内田博 消 D 15 0

プロキオンSのレースぶりなどをみても揉まれずに追い込みに徹する競馬ならそこそこ強そうな感じ。今回も完全にピンかパーだとは思

うが、それがハマりそうな展開になりそうで、なおかつそういう競馬がしやすそうな枠順が引けた。大穴ならばこの馬じゃないだろう

か。

門別では負けなしの戦績ですし、どこかで地方交流重賞で穴を開ける可能性は普通にありそう。ただ今回のメンバーでこの条件でいき

なり走れるかとなるとちょっと疑問です。

前走は芝向きの決め手が活きる馬場だったとはいえ地力を見せて優勝。今回は能力上位な上に差しが決まりそうな展開ということでど

う考えても向きそう。室町S組がほとんど走っていないという点は気になるが、この馬に関してはそこまで評価を落とす必要はないだろ

う。対抗筆頭という感じ。

東京盃では控える競馬も成功したが、JBCスプリントではさすがに位置を落としすぎて何もできなかった感じ。今回はそれも踏まえて外

目の好位ぐらいを狙いそうだが、先行激化の中でどんなポジションでどんな競馬ができるかが鍵になりそうだ。

連勝中とはいえ近２走は揉まれずの積極策がハマった形。今回はどう考えても同型多数で厳しい展開になりそうですし、あんまり控え

て競馬ができるタイプには見えません。

ダートでは無敗という素晴らしい成績の持ち主だが、今までスピードを活かす競馬しか経験しておらず、揉まれる競馬は今回が初めて

になりそう。そこまでテンに速いタイプではないので今回は自分の競馬ができなそうですし、そうなるとあっさり崩れてもおかしくな

いんじゃないだろうか。

大井競馬場のタフなダートで常に差し込んでこれているように末脚の質は現役最上位。今回は中央ダートでなおかつ59kgを背負ってど

うかだが、どう考えても先行激化で展開自体には恵まれそう。地力で突っ込んできてもいいんじゃないだろうか。

昨年もテレビ画面からは見えない位置から追い込んできて2着確保。近走は不甲斐ない成績となっているが、2走前は休み明けで陣営コ

メントも最悪。前走は適性外の1400mの距離ならば度外視可能か。今回はベスト条件でどう考えても展開が向きそう。玄人人気は必至か

と思うが、それでも最も狙える馬だと思います。

テンのスピードはかなり速いので、芝スタートなら逃げられる可能性もそれなりにありそう。ただ久々のダート戦でこの同型多数の中

で先行策となるとさすがに厳しそう。前崩れの展開を生むだけ生んで沈むんじゃないだろうか。

ダートで激走した名鉄杯は超スローペースで逃げられて全てがハマった形。今回は同型があまりにも多いですし、逃げるにしても控え

るにしても厳しい競馬になるのは間違いない。

一昨年の2着馬ではあるが、当時に比べれば衰えがあるのは確か。今回は同型がかなりたくさんいますし、ここに入って積極策となると

さすがに厳しそう。今のこの馬では先行もできない感じがします。

一連のレースぶりをみても中山ダート1200mへの適性は高そう。超高速決着だったながつきSでそれなりに走れていますし、今のタフ馬

場で時計がかかる決着になれば大穴で一発あってもいいんじゃないだろうか。

高齢馬で休み明け。普通に考えれば厳しいとは思うが、激流になって差しが決まりやすい条件はこの馬にとっては絶好。ちょっと内す

ぎる枠はどうかだが、展開的には抑えておきたい一頭だ。

一本調子のスピードを前々で活かす競馬ができれば強いタイプ。オープンでも通用する能力はあると思うが、今回はもう同型が揃いす

ぎた印象。控えて揉まれる競馬でも大丈夫とはあんまり思えず、ここは厳しい戦いになりそうだ。

PREVIEW REVIEW
今春のレースぶりをみても1200mでスムーズな先行策が打てればそれなりに強そうな感じ。前走は休み明けで1400mが長かっただけで度

外視可能。ただこの馬は徹底先行タイプですし、今回はどう考えても同型が多すぎる。厳しい戦いになるんじゃないだろうか。

能力はこのメンバーでも最上位級なのだが、とにかく揉まれずに先行しなきゃダメなタイプ。若手の亀田騎手でこの枠なら何が何でも

の玉砕逃げを打つはずですし、この馬も無理で他の先行馬も無理な展開になるんじゃないでしょうか。


